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やその前駆体となる 8-oxo-dGDP を分解し、8-oxo-dGTP の増大を抑えることで、8-oxoG

















ら adult stage への到達率”を指標に調べた。酸化ストレス条件下でどのような影響が出る





 大腸菌 mutT 変異株を用いた相補性実験の結果により、線虫における新規 MutT ホモロ
グとしてNDX-1, NDX-2を候補として選んだ。NDX-1, NDX-2の組み換えタンパク質を精







伝子が欠損、ノックダウンしたことによる”adult stageからの生存率”、”卵から adult stage
への到達率”への影響は見られなかった。しかし、薬剤による酸化ストレス条件下において








の中で xpa-1 欠損により、ndx 遺伝子ノックダウンにより低下した”卵から adult stage へ















と考えられる。さらに、線虫を DNA 酸化損傷の研究に応用する際の課題である、DNA 中
の 8-oxoGの修復機構の解明に向けた研究も行った。xpa-1遺伝子が欠損すると、ndx遺伝
子ノックダウンにより低下した”卵から adult stageへの到達率”が更に低下することがわか
り、取り込まれた 8-oxoGの修復に XPA-1が関与している可能性があげられる。 
本研究は、酸化損傷ヌクレオチドの修復、および酸化損傷ヌクレオチドの蓄積時に対す
る生体の応答機構、また 8-oxoG修復機構の解明に向けた足掛かりを示した。 
